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５月１４日、令和8年度七飯老人大学が開講しました。

今年度は、５名の新入学生を迎え、全学生５９名で開
講しました。これから来年２月４日の閉講式までの間、
講座や自治会活動、クラブ活動などを通じて、仲間とと
もに学園生活をエンジョイしていきます。

第２回講座「自治会総会・クラブ紹介・班会議」(5/21)

総会では、自治会三役の改選が行わ
れ新たな体制での活動がスタートしま
した。
また、クラブ紹介では８つのクラブ

の代表がＰＲし、「一緒に楽しみま
しょう」と呼びかけました。

班会議では、自己紹介や近況報告をしたあと、班役員の選出や連絡方法
の確認などをしました。まずは班の中で仲良くやっていきましょう。

今年度新設の卓球クラブが

活動開始です。メンバ－５人で
スタートし、現在は７人に増えたそ
うです。いい汗かいています。

規定の講座を年間28
講座実施します。その
他、特別講座、新設講
座など多様な学びの場
と機会を提供していき
ます。
また、「オープンス

クールろうだい」とし
て、どなたでも聴講で
きる講座を５講座程度
設けます。文化セン
ターの老大情報コー
ナーでお知らせします。

ボランティアは
一人でもできる。

七重小の見守り隊とし
て、交通安全の大きな旗
を持って子供たちの登校
を見守っています。

ようこそ七飯老大へ！
第３回講座「新入学生歓迎会」(5/28)

自治会自主講座で
す。新たな仲間を歓
迎するとともに、学
生同士の親睦を深
めることがねらい
です。会食をしな

がら和やかな時間を過ごしました。芸能発表でも大い
に盛り上がりました。

←締めは恒例の輪踊りです。

↓新入学生のスピーチです。
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第４回講座「体が喜ぶ健康運動」(6/4)
講師は、健康運動指導士の新開谷春

子さんです。体にとって必要な運動、
体が欲している運動、心身ともに気持
ちよ～くなる運動を、本講座では「体
が喜ぶ健康運動」と名付けました。
今回も運動とミニ講義を組み合わせ

た構成です。今回のテーマは、「あな
たの『飲み込む力』大丈夫？」です。

高齢期には、筋力低下や神経の働きの変化により、食べ物を噛む力や飲み込
む力が弱くなります。これにより、食べ物が喉につかえる、むせやすい、食
事に時間がかかるなどが起こりやすくなります。健康にも生活の楽しみにも
直結する大事なテーマです。時には命にも関わります。
今回は、「嚥下」について知るとともに、

予防のための効果的なトレーニングを体験し
ました。「見上げてごらん夜の星を」を楽し
く歌いながら口、喉を動かすとともに、手話
を加えて複数動作を同時に行う。認知機能、
運動機能の維持向上にも効果ありですね。
きっと、体が喜ぶ健康運動になったはずです。

第５回講座「今、自然界で何が起きているのか」 (6/11)
講師は、環境省自然公園指導員、北海道自然保護監視員の金澤晋一さんで

す。本講座の企画に当たっての問いは、「自然は一体どうなっているのか、
どうなってしまうのか」です。自然環境は近年、様々な変化を遂げていて、
私たちの生活にも深刻な影響を与えているように感じます。クマなどの野生
動物が頻繁に市街地に出没したり、森林が減少していたり、生物多様性が失
われ、生きものが急激なスピードで絶滅していたり・・・。こうした自然環
境の現状は私たちが望んでいる姿でしょうか。私たちは、まず、「今、自然界で何が起きて
いるのか」を正しく知ることが必要です。
本講座では、前半はクマのお話、後半は自然を知ること、気づくこと、感じること、楽し

むことの大切さとその方法についてのお話でした。自然を、上下左右から、表から裏から、
遠くから近くから、様々な視点で見つめる（観察する）と、不思議さや素晴らしさ、面白さ
を体感できます。そして、それは「楽しい」ことなんだということです。

「クマ鈴」は効果がある？
「つけないよりつけた方が
いい？」「つければ安
心？」正解はないようです。
なお、講師の金澤さんは、
「私はつけません。つけた
ことがありません。」

第６回講座(6/18)

「春の見学会」 北海道縦貫自動車道オオヌマトンネル峠下工区

老大の見学会では、なるべく、「こんな機会でもなければ、な
かなか行けないところ、行かないところ」を選定しています。今
回のトンネル工事現場はそれにあたります。ヘルメットとマスク
を身に付けての見学は実に有意義な体験でした。道の駅しかべ間欠泉公園でゆったりと過ごしました。

足湯でまったり。

昼食は、浜のかあさん食
堂のメニューから「ハー
フたらこ煮魚御膳」
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第７回講座「パークゴルフを楽しもう」(6/25)
快晴微風。絶好のコ

ンディションです。一 
般の利用者も少なめで、            
待ち時間もなくスムー

ズ
にラウンドできました。
今回もフル（18ホー
 ル）とハーフ（9ホー
ル）を選択できるように
しました。

「楽しかったね」の声。パークゴルフはもちろん楽しい。プレーしながら
のおしゃべりも楽しい。青空の下で過ごすと心も晴れやかに。心地良い疲れ
が何とも気持ちいい。
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○けっこう楽しかったので、またやってほ
しい。話したことのない人とも話せたの
が良かった。

○普段は慎んでいる私語が思いっきりでき
てスカッとしました。おしゃべりは老人
にとっては大切です。よい企画でした。

第９回講座（自治会自主講座）「ゲーム大会」(7/9)
４種目のゲームで得点を競いました。みなさんの協力があって、賑や

かで楽しいゲーム大会になりました。団体優勝は２班でした。⇒
自治会自主講座は、「自分たちで企画し、自分たちで運営し、自分た

ちで楽しむ」講座です。次回は、８月６日の「踊って盛り上げよう」で
す。またみんなで楽しみましょう。
○結果はともあれ、半日体を動か
し、大声を出し、笑い合って、
とても楽しかったです。

○毎年、上手くやれそうでできな
いところが楽しいのかと思いま
す。 得点集計は任せて！

（パソコンクラブ）
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第１０回講座「医療講演」～転倒防止と腰痛簡単ストレッチ～(7/16)

第１１回講座「季節の工作を楽しもう」 (7/23)

今回挑戦したのは

リボン金魚の
吊るし飾り

七飯レクリエーション協会の６名のみなさんが指導・支援してくださいました。
柔らかいリボンを編んでいくのが少々難しかったようでした。完成した作
品を、「かわいいでしょう」とニッコリ笑顔で見せてくれた学生もいま
した。今ごろ、お家のどこかに吊されていますね。細かな指先の運動で
脳の血流もアップしたはずです。お疲れさまでした。

講師は、共愛会病院理学療法士の木田脩介さんです。
転倒から始まる様々な健康・生活への悪影響を知るととも

に、転倒しないためにできることについて学びました。
また、腰痛予防や緩和に効果的なストレッチを紹介してい

ただくとともに、体に合った杖の選び方や使い方についても
教えていただきました。無理なく日常生活での実践に生かせ
そうです。

○腰痛で医院に通っています。歩行、軽い運
動をしていますが、長く続けることができ
ず今日に至っています。今日の講座を参考
に努力してみたいと思います。

○腰痛ストレッチは分かるが、なかなか治ら
ない。「痛いときはやらない」は参考にな
る。

アップル大学との合同講座です。七飯町老人大学学長の
俉楼司（ごろうつかさ）さんの講演です。

これまで、式典や行事の際に挨拶などでお話を聴く機会はありましたが、俉楼学長を深く
知るところまではいっていませんでした。
今回の合同講座前半は、ご自身の人となりや経歴、まちづくりや教育に対する考え方や思

いなどについて大いに語っていただきました。
七飯町で生まれ６０年。まちの移り変わりや人々の暮らしをずっと見続けてきました。講

演の中では、昭和４０年代の老人大学や町並みの様子などについて写真を示しながらお話し
されました。また、七飯町の教育がめざす姿について、「生涯教育にあっては、生涯を通じ
て学ぶ喜びが実感できる生涯学習社会の推進」であると述べられました。
後半は、七飯町出身の演歌歌手 島あきの さんがスペシャルゲストとして登場し、俉楼学

長や学生のみなさんと交流しました。七飯で学び、七飯で育ち、七飯から夢を持って羽ばた
いた島あきのさんの「ミニ歌謡ショー」で会場は熱気に包まれました。

第１３回講座「踊って盛り上げよう」(8/6)
自治会自主講座です。夏本番を迎え、地域でもお祭りや盆踊り、花火大会

など、多くの人が夏を楽しむイベントが続いています。私たち老大でも、
「踊って盛り上げよう」をテーマに、踊って楽しむ時間を設けました。

無
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踊った曲は、定番の「七飯音頭」「炭坑節」「長生き音頭」のほか、今回は
「阿波踊り」、そして、なんと「チベットダンス」にもチャレンジ。
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